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皆
様
、
今
年
は
例
年
よ
り
少
し
早
く
梅
雨
入
り
し
、
い
よ

い
よ
中
盤
戦
の
6
月
に
入
り
ま
し
た
が
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
長
崎
人
に
と
っ
て
の
6
月
1
日
は
、
長
崎
く
ん

ち
の
始
ま
り
の
日
で
あ
る
「
小
屋
入
り
」
の
日
で
す
。
そ
の

年
に
奉
納
踊
を
出
す
踊
町
の
世
話
役
や
出
演
者
が
諏
訪
・
八

坂
の
両
神
社
の
神
前
で
清
祓
い
を
受
け
て
、
10
月
の
3
日
間

の
大
役
の
無
事
達
成
を
祈
願
し
、
こ
の
日
か
ら
演
し
物
の
稽

古
に
入
り
ま
す
。
昔
、
実
際
に
小
屋
を
建
て
、
身
を
清
め
て

稽
古
に
専
念
し
た
こ
と
が
由
来
で
す
。
6
月
以
降
、
Ｊ
Ｃ
に

お
き
ま
し
て
も
、
各
委
員
会
の
活
動
が
非
常
に
活
発
に
な
り
、

多
く
の
事
業
が
こ
れ
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。
Ｊ
Ｃ
の
事
業
は

準
備
が
9
割
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
本
当
に
入
念
な
準
備
、
そ

し
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
不
測
の
事
態
に
も
対
応

で
き
る
柔
軟
性
を
持
ち
合
わ
せ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

逆
に
、
そ
の
過
程
と
し
て
の
準
備
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
こ

そ
が
事
業
成
功
へ
の
近
道
で
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
抜
か
り

な
く
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
5
月
24
日（
木
）〜
27
日（
日
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た

Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
鹿
児
島
大
会
で
は
、
ブ
ー
ス
出
展
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
協
働
推
進
委
員
会
の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
参
加
し

た
こ
と
が
な
い
中
、
ジ
ャ
パ
ン
ナ
イ
ト
で
長
崎
の
魅
力
を
発

信
す
べ
く
、
多
く
の
国
内
外
の
メ
ン
バ
ー
に
カ
ス
テ
ラ
を
配

り
、
長
崎
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
又
私
自
身
と
し

ま
し
て
は
、
昨
年
香
港
で
お
会
い
し
た
、
姉
妹
Ｊ
Ｃ
で
あ

るJCI HongKong　

DragonJC

の
メ
ン
バ
ー
に
会
う
べ

く
、
25
日（
金
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ナ
イ
ト
内

のHongKong

ナ
イ
ト
に
参
加
し
、
本
年
度
理
事
長
で
あ

るGaryNgan

君
と
再
会
を
果
た
し
、
久
し
ぶ
り
の
交
流
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
又
、
他
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ナ
イ
ト

に
も
参
加
し
、
ア
ジ
ア
各
国
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
多
く
の
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
ジ
ャ
パ
ン
ナ
イ
ト
の
雰
囲
気
を
生
で
体
験
し
ブ
ー
ス

出
展
を
行
う
中
で
、
他
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
ブ
ー
ス
出
展
の
様
子
を
参

考
に
す
る
こ
と
で
、
も
っ
と
工
夫
を
凝
ら
し
た
方
が
良
か
っ

た
点
も
多
々
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
日
本
で

の
開
催
で
あ
っ
た
た
め
、
日
本
Ｊ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
が
ほ
と
ん

ど
で
し
た
が
、
実
際
海
外
で
の
開
催
だ
と
も
っ
と
多
く
の
海

外
メ
ン
バ
ー
が
い
ま
す
。
Ｊ
Ｃ
は
世
界
組
織
で
あ
り
、
大
き

な
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
ら
れ
る
貴
重
な
機
会
で
あ
り

ま
す
の
で
、
是
非
と
も
次
の
機
会
が
あ
れ
ば
挑
戦
し
て
い
た

だ
き
、
今
回
行
け
な
か
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
是
非
経
験
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
雰
囲
気
は
実
際
に
行
っ
た

人
で
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
「
は
く
し
か
」
は
昭
和
27
年
に
浜
町
に
浜

町
本
店
を
創
業
以
来
、
銅
座
店
、
中
洲
店
を

続
け
て
オ
ー
プ
ン
し
、
別
業
態
と
し
て
天
ぷ

ら
と
鰻
の
店
「
黎
明
酒
房
」
を
長
崎
駅
前

（
現
在
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
長
崎
）と
天
神
（
現

在
の
天
神
地
下
街
）に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
黎
明
酒
房
両
店
は
と

も
に
立
ち
退
き
の
た
め
現
在
は
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
光
富
商
店
を
営
み
つ
つ
、
こ
の

よ
う
に
飲
食
店
を
立
て
続
け
に
オ
ー
プ
ン
さ

せ
た
祖
父
母
に
は
恐
れ
入
る（
実
質
切
り
盛

り
し
て
た
の
は
祖
母
）。
し
か
も
、
祖
母
は

車
の
運
転
免
許
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

週
に
2
日
は
鉄
道
で
福
岡
ま
で
通
っ
て
い
た

そ
う
で
あ
る
。
一
方
、
祖
父
も
西
九
州
酒
類

販
売（
株
）が
軌
道
に
乗
り
、
順
調
に
売
り
上

げ
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
父
は

大
音
寺
幼
児
園
、
磨
屋
小
学
校
、
桜
馬
場
中

学
校
、
長
崎
東
高
校
と
街
っ
子
の
王
道
コ
ー

ス
を
進
ん
で
い
く
。
そ
し
て
東
京
の
大
学
に

進
学
し
、
祖
父
の
勧
め
で
イ
ギ
リ
ス
の
大
学

に
留
学
す
る
。
お
気
づ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、

私
の
家
系
は
祖
父
よ
り
全
て
の
名
前
に「
英
」

と
い
う
漢
字
が
付
く
。
そ
の
せ
い
か
、
祖
父

は
大
変
な
イ
ギ
リ
ス
贔
屓
で
あ
り
、
特
に
狩

猟
を
非
常
に
嗜
ん
で
い
た
。
又
、
凝
り
性
の

性
分
な
た
め
、
父
が
留
学
中
に
は
、
わ
ざ
わ

ざ
猟
銃
を
買
い
に
イ
ギ
リ
ス
ま
で
行
き
、
ガ

ン
シ
ョ
ッ
プ
で
猟
銃
を
作
る
く
ら
い
で
あ
る

（
目
の
飛
び
出
る
よ
う
な
金
額
だ
っ
た
ら
し

い
）。
更
に
は
、
狩
猟
を
す
る
に
は
猟
犬
が

必
要
と
の
こ
と
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
犬
の
子
ど
も
を
手
に
入
れ
る
よ
う
父
に

い
い
、
3
年
ぐ
ら
い
か
け
て
父
が
や
っ
と
の

思
い
で
購
入
に
こ
ぎ
つ
け
た
そ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
父
も
や
は
り
酒
類
の
道
に
進
む
べ

く
サ
ン
ト
リ
ー
の
大
阪
本
社
に
入
社
す
る
。

サ
ン
ト
リ
ー
は
、
ビ
ー
ル
類
よ
り
も
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
ウ
イ
ス
キ
ー
や
リ
キ
ュ
ー
ル
な

ど
の
洋
酒
に
強
い
会
社
で
あ
る
。
最
近
の
ハ

イ
ボ
ー
ル
ブ
ー
ム
に
伴
い
、
海
外
で
の
国
産

ウ
イ
ス
キ
ー
人
気
も
相
ま
っ
て
、
山
崎
や
白

州
、
響
が
非
常
に
入
荷
し
に
く
く
な
っ
て
お

り
、
立
て
続
け
に
響
17
年
や
白
州
12
年
が
販

売
休
止
に
な
っ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
。
父

が
勤
め
て
い
た
頃
は
、
ロ
ー
ヤ
ル
や
リ
ザ
ー

ブ
、
オ
ー
ル
ド
の
全
盛
期
で
あ
り
、
第
一
次

ウ
イ
ス
キ
ー
ブ
ー
ム
の
頃
で
あ
る
。
そ
ん
な

中
、
父
は
大
学
時
代
に
下
宿
先
が
一
緒
で

あ
っ
た
母
と
結
婚
し
、
昭
和
55
年
7
月
23
日

に
母
の
実
家
で
あ
る
浜
松
に
て
私
が
産
ま
れ

る
。
難
産
だ
っ
た
ら
し
く
、
産
ま
れ
た
と
き

は
息
を
し
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
緊
急
手

術
と
な
り
、
し
ば
ら
く
は
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ（
新
生

児
集
中
治
療
室
）
に
入
っ
て
い
た
そ
う
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
何
と
か
蘇
生
し
、
無

事
に
生
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、

大
阪
に
戻
り
幼
少
期
を
過
ご
す
。
そ
の
2
年

後
、
弟
が
産
ま
れ
る
。
こ
の
こ
ろ
の
記
憶
は

当
た
り
前
だ
が
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
う
っ
す

ら
と
そ
の
当
時
住
ん
で
い
た
社
宅
の
イ
メ
ー

ジ
は
残
っ
て
い
る
。
私
が
4
歳
の
と
き
、
サ

ン
ト
リ
ー
に
は
海
外
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
部
が

あ
り
、
先
に
い
っ
た
と
お
り
英
語
が
話
せ
た

父
が
そ
こ
に
異
動
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
海

外
に
移
住
す
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
っ
た
の

だ
が
、
祖
父
か
ら
長
崎
に
帰
っ
て
く
る
よ
う

に
い
わ
れ
、
泣
く
泣
く
長
崎
に
帰
る
こ
と
に

な
る
。
も
し
行
っ
て
い
れ
ば
、
私
は
帰
国
子

女
で
英
語
が
ペ
ラ
ペ
ラ
だ
っ
た
の
に
と
非
常

に
悔
や
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る（
笑
）。
そ
し

て
長
崎
に
帰
り
、
両
親
は
共
働
き
で
家
業
を

継
ぐ
こ
と
に
な
る
。
私
は
、
保
育
園
に
預
け

ら
れ
る
の
だ
が
、
年
度
の
途
中
に
帰
っ
て
き

た
も
の
だ
か
ら
入
れ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。

な
ん
と
か
無
理
矢
理（
裏
口
）で
入
れ
た
と
こ

ろ
が
田
上
保
育
園
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
に

入
園
す
る
。
万
屋
町
に
住
ん
で
い
た
私
た
ち

は
、
毎
日
田
上
ま
で
長
崎
バ
ス
で
通
園
し
て

い
た
。
今
考
え
る
と
、
母
も
大
変
で
あ
っ
た

と
思
う
。
そ
し
て
昭
和
62
年
、
長
崎
市
立
磨

屋
小
学
校
に
入
学
し
、
多
く
の
出
会
い
が
始

ま
っ
て
い
く
。

　

同
じ
く
6
月
2
日（
土
）〜
3
日（
日
）に
お
き
ま
し
て
、
第

44
回
長
崎
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
IN
佐
世
保
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

吉
田
監
査
担
当
役
員
、
鮎
川
委
員
長
、
池
田
委
員
長
を
は
じ

め
と
致
し
ま
す
ブ
ロ
ッ
ク
出
向
者
の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
。
近
年
の
長
崎
県
の
問
題
で
あ
る
、
経
済
、
防
災
、

そ
し
て
次
世
代
教
育
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員

会
が
Ｊ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
な
く
、
一
般
市
民
の
方
々
と
協

働
し
て
事
業
を
構
築
し
、
こ
れ
か
ら
の
長
崎
を
創
造
す
べ
く

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
委
員
会
は
今

年
の
初
め
か
ら
準
備
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

で
い
か
に
発
信
で
き
る
か
、
必
死
に
な
っ
て
構
築
し
て
き
ま

し
た
。
Ｌ
Ｏ
Ｍ
を
超
え
た
長
崎
ブ
ロ
ッ
ク
と
い
う
枠
組
み
の

中
で
行
う
事
業
の
構
築
は
非
常
に
大
変
で
、
佐
世
保
に
赴
い

て
の
告
知
活
動
な
ど
、
非
常
に
苦
労
し
た
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
す
ぐ
成
果
が
出
る
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
世
代

の
た
め
の
大
き
な
一
助
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
両
大
会
の
設
え
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
渉

外
委
員
会
の
皆
様
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
タ
イ
ト
な
中
、
取
り

ま
と
め
て
い
た
だ
き
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
ま
だ
ま
だ

各
種
大
会
は
続
き
ま
す
が
、
最
後
ま
で
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
対
外
・
対
内
問
わ
ず
、

多
く
の
事
業
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
中
で
本
当
に
多
く
の
学
び

を
得
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
得
た
学

び
を
ど
う
す
る
か
が
重
要
で
す
。
自
分
の
中
に
留
め
た
ま
ま

に
す
る
の
か
、
若
し
く
は
自
分
の
今
後
の
活
動
に
反
映
さ
せ

て
い
く
の
か
、
は
た
ま
た
誰
か
に
伝
え
て
い
く
の
か
。
我
々

は
市
民
意
識
変
革
団
体
で
す
。
や
は
り
、
我
々
の
運
動
を
一

般
の
方
々
に
伝
播
し
、
明
る
く
豊
か
な
社
会
を
築
く
べ
く
意

識
を
変
革
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と

も
常
に
頭
の
片
隅
に
置
い
て
、
Ｊ
Ｃ
運
動
に
邁
進
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

理
事
長
挨
拶

一
般
社
団
法
人
長
崎
青
年
会
議
所
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例会委員会
� 溝口　雄大�君

　去る 5 月 10 日（木）、ホテルニュー長崎
において 5 月会務室担当例会を開催致しま

した。出向をテーマに光冨理事長、西野副理事長、山本
室長をパネリスト、寺岡副理事長をコーディネーターと
してパネルディスカッションを行いました。それぞれ日
本、九州地区、長崎ブロックへと出向した立場できっか
けやメリット、苦労したこと、思い出などを話していた
だきました。苦労することが多く大変だったようですが、
それ以上に得るものや感じるものがある出向の魅力を会

員に伝えていただきました。
　次に本年度出向先で委員長を務める山口君（九州地区
協議会 JC ブランド確立委員会　委員長）、池田君（長
崎ブロック協議会憲法改正推進委員会　委員長）、鮎川
君（長崎ブロック協議会次世代教育確立委員会　委員長）
より事業のことや委員会状況などについて話していただ
きました。事業の際には多くのメンバーで参加していき
ましょう。
　今回は出向をテーマに担当例会を行いましたが、会員
の皆様にとって出向について新たな発見や魅力を感じる
ことができたでしょうか？ 次年度以降の出向のきっか
けになれば幸いです。

5月会務室担当例会 「THE 出向」

5月例会から仮入会員が参加しました。
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� 第66年度仮入会員紹介

有田　貴幸

❶  電気のことなら何でもご相談下さい！
❷  自己研鑽を積みたいです。新しい出会

いをきっかけに自身の人生を豊かにし
たいです。

❸  仕事（マネージャーとしての成長）と掃
除洗濯アイロン掛け。笑

例会委員会
日本テクノ株式会社

岩永　　篤

❶  長崎和牛「出島ばらいろ」の専門店で
す。

❷  人の前で話す経験がないので、慣れて
いきたいです。ボランティアにも興味
があります。

❸  将棋（始めて 1 年くらい）、ゴルフ・野
球・バレー

青少年育成委員会
焼肉 真 銅座店

勝木　　智

❶ 食事と音楽。
❷ イベントなどの参加。
❸ 音楽。

渉外委員会
IRIE食堂

北尾　聡子

❶  中小企業・経営者の方々を支えるため
の生命保険をご案内しています。

❷  活動をとおして、色々学んで、多くの
方々と交流できたらと思います。

❸  お酒を飲むこと。

会員開発交流委員会
大同生命保険株式会社

久米　一平

❶  学校の寮で働いています。朝の起床か
ら登校、下校後の自習監督、消灯まで
を管理しています。

❷ 地域貢献、楽しく住みやすいまち作り。
❸  ラグビーです。人と人がぶつかる瞬間

はたまりません。

会員拡大委員会
学校法人 青雲学園

齋藤　　丈

❶  損害保険業をやっています。
❷  色々な人と知り合い勉強できたらと思

います。
❸  家の掃除。つい時間を忘れて熱中して

しまいます。

会員拡大委員会
日新火災海上保険株式会社

里　　京平
❶  歯（補綴物）を製作しています。保険が

きくものからきかないものどちらも対
応しています。

❷  異業種の方ばかりなので積極的に交流
を図り、自分にはないものを多く吸収
できればと思っています。

❸  仕事です。まだまだ未熟な部分が多く、積
極的に研修に参加するよう心がけています。

例会委員会
ランアップデンタルクラフト

清水　　亮

❶  一般住宅、小型店舗など屋内電気配線
工事をやっています。電気のことなら
何でもご相談下さい！

❷  同世代や皆さんの向上心に刺激を感じ
自分も真似したいです。

❸  特に趣味はありません！ 恋愛には本
気で取り組んできました！

渉外委員会
有限会社幸電気工業

鷹川　　樹
❶  兄が住職をやっており、僕はお手伝いとい

う形でお寺で仕事させていただいています。
❷  土日は忙しいので参加は難しいと思いますが、

色々なことに参加させていただけたらと思い
ます！ 又、人脈を広げられたらなと思います。

❸  自分の好きなことをやってるとついつい
夢中になって周りのことも気にせずに自
分の納得いくまでやってしまいます。

青少年育成委員会
宗教法人 深葊寺

髙橋　慧真

❶  宗教法人 禅林寺で副住職をしていま
す。

❷  知識・面識を広げること。
❸  仕事以外で、本気になれることを探し

ています。

広報委員会
宗教法人 禅林寺

田中　隆徳

❶  建設業です。木造住宅やアパートなど
の建設をしています。

❷  手作りランタンなど市民と交流するこ
と。

❸  始めて 2 年になるゴルフです。

会員開発交流委員会
田中住宅産業株式会社

土井 あかり

❶  中小企業を守るための法人向けの生命
保険業です。

❷  みなとまつりなど。子どもがいるので
一緒にできたらいいなと思います。

❸  何事もやると決めたら本気で実行して
いきます。

地域推進委員会
大同生命保険株式会社
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①ご自身の仕事のアピール
②JCでやってみたいこと・期待していること
③あなたが「本気」になってしまうこと（仕事や趣味などなんでもOK）

中山　博惠
❶  銅座町で大人の社交場としてスナック

を経営しております。
❷  異業種の方々との交流を深めながら地

域貢献、長崎の活性化につながる活動
がしていきたいです。

❸  現在開業して 2 年目に入ったばかり
で仕事の虫状態でございます。毎日新
しい出会いに本気で感謝の日々です。

渉外委員会
Salon de Dejima

西川　洋志

❶  ソニー生命で生命保険を活用しお客様
のお金のコンサルティング。

❷  JC の活動を通じて長崎の町の現状を
把握し、活性化していきたいです。

❸  仕事が趣味のようなものなので、より
多くの人と出会いたいです。

地域推進委員会
ソニー生命保険株式会社

林　孝一郎
❶  業務用の酒類販売を行っております。
❷  自己研鑽と様々な方との出会いを通し

て、地域の活性化に繋がる輪を広げた
いです。

❸  自分のご飯を作るときと、寝るときは
一生懸命になります。

協働推進委員会
株式会社ダンガミ長崎支店
ウミノ酒店

平原　元気

❶  産業廃棄物収集運搬処分業、解体業が
メインで他に運送業、リース業、不動
産業をしています。

❷  いろんな職業の方がいらっしゃるので、
多くの仕事内容など聞いてみたいです。

❸  新規で取引をさせていただくお客様に
は特に気合いが入ります。

総務委員会
株式会社西菱環境開発

松本　宗幸

❶  親和銀行で法人のお客様を中心に事業
性融資の担当をしています。

❷  長崎の方々と様々な活動に取り組み、
地域貢献などを行いたいです。

❸  最近はゴルフに夢中になっています。

総務委員会
株式会社親和銀行

村本　裕介
❶  お客様自身や周りのご家族の叶えたい

夢について経済的な不安を消せる仕事
です。

❷  長崎のいいところ、いいお店、いい会
社を広く伝えていくこと。

❸  仕事に夢中になることはもちろんです
が、趣味の美味しいワイン探し、焼き
物探しは夢中になります。

協働推進委員会
ソニー生命保険株式会社

森　慎太郎

❶  電気工事に従事しております。
❷  様々なイベント参加や自身の成長に期

待しています。
❸  ゴルフです。最近始めたばかりでまだ

まだですが、打つ度に本気になります。

地域推進委員会
株式会社三工電機

森川　大輔
❶  お客様の笑顔、長崎を元気にしたいを

モットーに日々、美味しい長崎県産の
焼き鳥を焼いてます。

❷  地域の活動に参加してみたいです。又、
人との繋がりを増やし、たくさんの方の
考え方や行動などを吸収し、自身の成長、
会社の成長に貢献していきたいです。

❸  仕事です。趣味は、今探しています。

協働推進委員会
株式会社炭蔵

森下　兼輔

❶  事務機器の販売・修理をしています。
❷  同年代の方々と自分の育った長崎に恩

返しができたらと思います。
❸  子育て。正しいこととダメなことの判

別ができる子になってもらいたいで
す。

例会委員会
有限会社森下情報システム

山口　裕嗣

❶  長崎のローカルテレビ局です。
❷  様々な方と交流ができることです。
❸  息子（3 歳）と遊んでいると、マジに

なってしまうときがあります。。。

広報委員会
長崎放送株式会社

吉次 翔太郎
❶  マンション・住宅・学校などの外壁補

修工事全般を扱っています。
❷  福岡から営業所を作りに出てきたので

人脈を広げたいです。
❸  今一番本気になっていることは仕事で

す。福岡から長崎に単身で来たので、
自分の力で長崎での仕事を確立してい
きたいと思っています。

青少年育成委員会
株式会社タニガワ産業

吉見　隆輔

❶  長崎市内で Bar を営業しています。
❷  長崎の地域活性化の手助けができれば

と思っております。
❸  体を動かすことが好きで、Ｗ杯や

SUP、甲子園などスポーツ全般が好き
です。

会員拡大委員会
Enemy Zero

【仮入会員インタビュー！】
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副理事長
� 近久　宏志�君

事務局長
� 馬郡　　啓�君

　去る 5 月 22 日（火）、今年で 36 年目を迎
える長崎大水害を教訓に、長崎東公園に

おいて長崎市総合防災訓練が行われました。県や市、警
察・消防に加え地元の自治会などおよそ 2,000 人が参加
した訓練では、大雨・洪水警報が発表される中、橘湾を

震源とする地震が発生
し、長崎市で震度 6 強
の揺れを観測したとい
う想定で行われ、ガケ
崩れや火災により車や
建物に取り残された人
の救助活動などが行わ
れました。
　長崎 JC からは私を
含めた 12 名と長崎ブ
ロック協議会災害関連
委員会の寿々木委員長
とで参加し、災害ボラ
ンティアセンターの

「受付」、「オリエンテーション」、「マッチング・グルー
ピング」といった運営スタッフの体験をしてきました。
今回の訓練に参加し、「社会への奉仕」を信条の一つに
掲げている JC として、災害発生時に被災地で起こる様々
な問題を事前に学び、防災に対する意識を向上させると
ともに、災害発生時の早急な被災地復旧支援活動ができ
るよう準備することが必要だと改めて感じました。
　最後に訓練に参加していただいたメンバーの皆様、本
当にありがとうございました。

　去る 5 月 16 日（水）16 時半より神戸ポートピアホテル
にて一般社団法人神戸青年会議所創立 60 周年記念式典・
祝賀会が開催されました。当日は約 570 名と沢山の来賓の
中、長崎青年会議所からは 18 名の特別会員と、32 名の現

役メンバーにて参加して参りました。
各地青年会議所の中で一番多い人数で
参加することができました。
　式典・祝賀会に参加することにより
神戸青年会議所の 60 年の歴史、昭和
39 年より続く両青年会議所の友好の
歴史を感じることができたのではない
でしょうか。
　又、祝賀会終了後の各ラインでの懇
親会ではそれぞれが盛会だったようで
至る所で長崎メンバーの本気の姿が見
受けられたようです。今回ご参加いた
だいた皆様のおかげで今後も続いてい
く友好の歴史の一翼を担うことができ
たのではないでしょうか。
　ご参加いただいた皆様ありがとうご
ざいました。

長崎市総合防災訓練

一般社団法人神戸青年会議所 創立60周年記念式典・祝賀会
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THE�NAGASAKI�見聞録
～留学生と集うカフェトーク＆ぶらり旅～

【第 6回】

　中村吉治理事長率いる第 62 年度の年、私はまちづく
り委員会の委員長を受けることになってしまいました。
当時、長崎 JC の門戸を叩いて 8 年目でした。仕事など
の関係で委員長は到底できないと思っていましたが、ま
ち系の委員長方（特に M.B 先輩　G.T 先輩　H.S 先輩）
にそそのかされたのを覚えています（今ではとても感謝
しています）。
　第 62 年度、当時、ランタンや帆船まつりでボランティ
アの学生達と密に関わっていた中で、留学生が日本人学
生との交流の場が少なく、寮と学校の往復だけで毎日を
過ごす留学生が多く、異文化環境の中で周囲とコミュニ
ケーションを取る機会もないまま、地域から取り残され
ているという現状がありました。留学生には、日本人大

学生とコミュ
ニケーション
を図りながら、
長崎の魅力を
知っていただく機会が必要でした。そこで、留学生や日
本人大学生の方に長崎のことを知っていただきたい、又、
少しでも長崎のことを母国や地元に持って帰っていた
だきたい、長崎の魅力を多くの人に伝えて欲しいと思い

「THE NAGASAKI 見聞録～留学生と集うカフェトーク＆
ぶらり旅～」を開催させていただきました。
　この事業は、20 班に別れ、座談会形式で留学生や日
本人大学生、JC メンバーを交えて 20 ヶ所の長崎市内の
観光地の魅力をお伝えし、実際にその 20 ヶ所に行って
みる、という事業でした。1 枚の大きな模造紙に観光地
周辺のマップを描き、撮ってきた写真を貼付して作成、
その後、パンフレットに全 20 ヶ所マップを収載し、た
くさんの場所へ配布しました。特に苦労したことは、時
間通りに運営していくことの難しさ、リアルタイムでの
写真の現像だったと記憶しています。
　委員長を受けること、新規事業を行うことはたやすい
ことではありませんでしたが、周りの方々のご協力が
あって頑張れたことを思い出します。皆様もチャンスが
あれば、このような経験をして下さい。必ず勉強になる
ことと思います。
� （広報委員会　松下　文学）

写真の現像だったと記憶しています。
　委員長を受けること、新規事業を行うことはたやすい

2018 JCI ASPAC 鹿児島大会 開催！
日本全国、海外からたくさんの JCメンバーが集結しました。
事業報告、ブース出展の様子は 7月号で詳しくお伝えします。
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順位 氏　名 OUT IN GR HDCP NET
1 田﨑　康介 49 46 95 25.0 70.0 
2 鳥居　洋介 42 43 85 14.0 71.0 
3 瀬戸口裕正 50 46 96 24.0 72.0 
4 西田　典弘 44 46 90 17.0 73.0 
5 熊谷　秀一 51 52 103 30.0 73.0 
6 川端　英之 46 49 95 20.0 75.0 
7 田添　太一 51 50 101 26.0 75.0 
8 中川　　崇 45 50 95 17.0 78.0 
9 山口　　潤 52 52 104 26.0 78.0 
10 藤﨑　広倫 58 51 109 30.0 79.0 
11 山下　憲一 56 54 110 25.0 85.0 
12 池田浩太郎 57 53 110 25.0 85.0 
13 山道　英樹 51 62 113 28.0 85.0 
14 寺岡　誠三 55 60 115 30.0 85.0 
15 小島　心平 60 72 132 30.0 102.0 
16 中村伸一郎 58 74 132 30.0 102.0 

じゃがいも倶楽部　4 月例会クラブ活動

じゃがいも倶楽部
� 第66年度代表幹事　田﨑　康介�君
　去る 4 月 27 日（金）、大村湾カントリークラブ　
オールドコースにてじゃがいも倶楽部 4 月例会を
開催しました。前回に続き最高の天気の中、久し

ぶりにご参加いただいた山下先輩の挨拶でスタートしました。
結果は、脱・忖度を掲げる（＝空気が読めない）私が優勝とな
りました。ゴルフ後の懇親会にも多くの方にお集まりいただき
感謝申し上げます。じゃ
がいも初参加の藤﨑君、
中村（伸）君ありがとう
ございました！
　次回は 8 月 18 日（土）
パサージュ琴海で開催予
定です。

委員会風景

JCアルバ
ム

JC Album

四半期監査

会員開発交流委員会

総務委員会

渉外委員会

編

集

後

記

　6 月になると初老祝賀会があり卒業予定者の皆さんは卒業まで残り約半年と、いよいよ卒業を否応なく意識してしま
うと思います。又、来年度の理事長をはじめ専務、副理事長が臨時総会を経て決まり、室長・委員長・局長も次第に決まっ
ていきます。所謂「次年度モード」がもう少しすると始まります。
　今所属している委員会・局の中ではもう 2、3か月すると、今年の事業のことは考えられないよ、というメンバーがも
しかすると出てくるのかもしれません。ただ、今年度が終わった上での次年度です。
　これからサマコン、九州コンファレンス、全国大会といった対外事業や、市民と交流して構築する 1 日がかりの事業
があったりします。
　今年度の終わりが少しずつ近づいていることをちょっと意識し、これらの事業に参加し楽しむことがこれから大切に
なるかもしれません。� （T）
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